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*AAM（Advanced Air Mobility）… 次世代エアモビリティ
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背景と課題：都市物流が抱える構造的問題
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① 社会的背景
➢ 通販の急速な拡大→配送需要の増加
➢ 少子高齢化によるドライバー不足
➢ 長時間労働・人件費高騰

② 現在の物流の問題点
➢ 物流の多層構造

→輸送コスト・時間・人手が増大
➢ 都市部では交通渋滞やCO2排出が深刻化

③ 都市構造との不整合
➢ 日本の都市は高密度・狭小空間

→全ての家庭に空から直接配送は困難

AAM×ロボットによる新しい物流の提案



提案コンセプト：空と地上をつなぐ新たな物流

4
AAM×ロボットによる新しい物流の提案

新しい物流

顧客空港/港＋物流倉庫

AAM
ドローン

地上配送ロボット

物流センター

【AAM】
自動化に伴い配送コスト低下
飛行領域を拠点間に限定→安全性と騒音の管理が容易

【ドローン/配送ロボット】
都市の細かな制約に合わせて配達する



物流センター配置の最適化
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大阪市の人口分布

➢ 物流センター候補地：役所、大型商業施設、公園

➢ カバー範囲を5kmとして、より多くの人をカバーできる場所を選んで最適化

➢ 人口カバー率：95.2%
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飛行経路設計と社会的受容性
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＜飛行経路の基本方針＞
教育施設や医療・介護施設の上空を避けるルート設計を事前に行う

＜空の“ベルトコンベア”構想＞
➢ 安全に配慮した固定化されたルートを設定
➢ 地上の混雑や渋滞の影響を受けない
➢ 人手に頼らない安定した配送
→空を利用した“見える化された物流レーン”

＜社会的受容性を高める4つの視点＞
① 電動化により騒音の低減
② リスクの高いエリアを回避することで安全確保
③ 高めの一定高度での運航によりプライバシー配慮
④運航ルートを公開し住民の意見を反映（地域との共創）
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経済性評価①（価格比較）
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➢ AAMやドローン/地上配送ロボットの
性能、物流センター配置を基に計算

➢ 「労働力不足解消」「CO2削減」など
の付加価値を加味すると十分に競争力
のある価格帯である

料金（１個当たり）

現在の物流 1204円

本提案 1252円（利益：250円）
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経済性評価②（損益分岐点）
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➢ AAMやドローン・地上配送ロボットの
導入、都市拠点の整備により、
初期費用は 4629億円

➢ AAMやドローン・地上配送ロボットの
運用費は 1252億円/年

➢ 収益は 1564億円/年

➢ 利益を1個当たり250円とすると、
損益分岐点は 14.8年
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提案の価値と結論
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災害時の
レジリエンス

向上

環境負荷
の低減

労働力不足
の解消

物流効率の
向上

社会的受容性
の獲得

AAMが街に溶け込む未来へ
その第一歩をここから
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